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告
知
板

▼
甘
酸
っ
ぱ

い
沈
丁
花
の

香
り
が
街
か

ら
漂
っ
て
く

る
と
、
鼻
は

ム
ズ
ム
ズ
、

ク
シ
ャ
ミ
が

出
始
め
る
。

「
花
粉
症
」

っ
て
言
葉
が

一
般
化
し
て
い
な
い
遠
い
昔

か
ら
。
匂
い
は
、
独
身
時
代

暮
ら
し
た
安
ア
パ
ー
ト
の
玄

関
先
と
貧
し
い
生
活
を
毎
年

想
い
起
こ
す
▼
も
う
一
つ

は
、
長
男
の
小
学
校
入
学
式

前
後
の
シ
ー
ン
。
日
の
丸
・

君
が
代
の
押
し
付
け
が
強
ま

り
始
め
、
校
長
や
教
育
委
員

会
と
強
制
に
反
対
す
る
父
母

ら
が
対
立
し
た
▼
辞
職
し
た

パ
ワ
ハ
ラ
教
育
長
が
高
校
長

時
代
を
含
め
、
君
が
代
斉
唱

の
「
口
元
監
視
」
で
批
判
を

浴
び
た
。
一
斉
地
方
選
・
住

民
投
票
・
秋
の
府
知
事
・
市

長
選
で
教
育
委
員
の
任
命
権

者
が
良
識
人
に
な
れ
ば
、
保

護
者
・
教
員
・
来
賓
も
気
持

よ
く
生
徒
を
迎
え
ら
れ
る
入

・
卒
業
式
に
な
る
ね
。

天満でとどけ

　第315号〈毎月10日発行〉
2015年４月10日

研修・学習会などにご利用ください

賃
上
げ・雇
用
安
定
で
景
気
回
復
を

◀関西電力本社前

▲淀屋橋で宣伝

女
神
像
前
で
「
大
阪
春
闘
総
決
起
集
会
」

４・28大阪市をなくしたらアカン 府民大集合
 ４月28日（火）18：30～
 大阪府立体育館
第86回大阪メーデー　
 ５月１日（金）９：00～
 扇町公園

　中原徹大阪府教育長によるパワ
ハラ・暴言問題等の調査委員会
は、「教育長として権限を逸脱し
教育委員としての品格に関わる不
適切な言動であった」とパワハラ
を認定しました。
　中学校統一テストや小学１年生
から英語教育導入に意見を述べた
職員に対し、中原氏が多くの職員

の面前で叱責、罵倒、降格や解職を示唆するなど、地方教育行政法で求め
られる「人格が高潔で教育、学術及び文化に関し識見を有する」ことに値
しないばかりか、教育を語る資格のない人物であることが露呈しました。
　大阪労連は諸団体と共に、３月９日と11日早朝より府庁別館前で「中
原教育長は即時辞任せよ」「松井知事は中原教育長を罷免せよ」と宣
伝。また、９日には、「不適切かつ違法性を有するパワハラ行為を行っ
た中原教育長の罷免を求めます」とする759筆の個人請願書を約200人が
一人ひとり府担当職員に手渡しました。
　府下41自治体の教育長らも「毅然とした対応」を求める要望書を提出す
るなど府民世論に包囲され、11日には中原教育長が辞意表明し、翌日辞
職しました。
　しかし、橋下大阪市長・大阪維新の会代表は、「辞める必要はない」、
調査は「デタラメ」と「旧友」を擁護し、
任命権者である松井知事も「（辞任は）残
念」と全く反省していません。
　身内の問題行為に甘い維新の体質が現れ
ています。
　大阪労連は、引き続き、憲法を守りいか
す地方自治を求めてとりくみます。

　

「
ま
も
ろ
う
憲
法
と
く
ら
し
、
ス
ト
ッ
プ
暴
走
・
強
権
政
治
、
実
現

し
よ
う
！
大
幅
賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定
」
を
掲
げ
、
３
月
12
日
、
大
阪

労
連
と
大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
が
「
３
・
12
大
阪
総
行
動
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

前
日
の
11
日
が
春
闘
集
中
回
答
日
に
あ
た
り
、
賃
上
げ
の
社
会
的
な

流
れ
を
つ
く
り
だ
し
、
翌
13
日
の
「
３
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動
」
を

含
め
「
く
ら
し
守
れ
」
の
共
同
行
動
と
し
て
全
労
連
が
提
起
す
る
「
50

万
人
総
行
動
」
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
、
春
闘
最
大

の
山
場
の
統
一
行
動
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

府
下
各
地
で

早
朝
大
宣
伝

　

早
朝
よ
り
「
国
民
春
闘
勝

利
大
宣
伝
」
と
し
て
、
淀
屋

橋
、
難
波
、
大
阪
府
庁
前
を

は
じ
め
府
下
各
地
で
ビ
ラ
を

配
布
し
、
宣
伝
カ
ー
か
ら

「
賃
上
げ
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

根
絶
、
労
働
法
制
改
悪
反

対
」
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

府
庁
前
で
は
、
中
原
教
育
長

の
辞
任
表
明
直
後
で
、
松
井

知
事
の
任
命
責
任
追
及
と
維

新
に
よ
る
教
育
介
入
を
や
め

さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
デ
モ

元
気
に
ア
ピ
ー
ル

　

正
午
す
ぎ
よ
り
国
際
ビ
ル

前
と
野
崎
公
園
の
２
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
出
発
し
、
大
阪

市
役
所
前
に
向
け
て
５
０
０

人
が
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
デ

モ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
と

デ
モ
行
進

　

午
後
１
時
45
分
よ
り
中
之

島
・
女
神
像
前
で
行
わ
れ
た

「
大
阪
春
闘
総
決
起
集
会
」

で
は
８
５
０
人
が
結
集
し
、

川
辺
和
宏
大
阪
労
連
議
長
の

主
催
者
挨
拶
、
藤
川
隆
広
大

商
連
会
長
の
連
帯
挨
拶
に
つ

づ
き
、
菅
義
人
大
阪
春
闘
共

闘
・
大
阪
労
連
事
務
局
長
が

情
勢
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
染
原
剛
大
阪
医
労
連

委
員
長
、
末
光
章
浩
大
教
組

副
委
員
長
、
守
山
禎
三
大
阪

市
地
区
協
副
議
長
が
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
イ
メ

ー
ジ
カ
ラ
ー
の
黄
色
い「
春

闘
ワ
ッ
ペ
ン
」を
胸
に
貼
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
旗
を
高
く

掲
げ
、「
大
幅
賃
上
げ
、
労
働

法
制
改
悪
阻
止
、
消
費
税
増

税
中
止
、
戦
争
法
反
対
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
」
な
ど
を
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な
が
ら

関
電
本
社
前
で
は
「
原
発
ゼ

ロ
、
再
稼
働
反
対
」
を
強
く

訴
え
、行
進
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
じ
め

単
産
・
地
域
春
闘
共
闘

が
多
彩
な
独
自
行
動

　

大
阪
総
行
動
に
呼
応
し
、

通
信
労
組
な
ど
が
早
朝
か
ら

ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
。
医
療

・
福
祉
関
係
単
産
は
大
阪
府

交
渉
や
集
会
を
開
催
。
ま
た

経
営
者
や
行
政
へ
の
要
請
行

動
や
中
立
労
組
訪
問
、
職
場

集
会
、
決
起
集
会
な
ど
府
下

各
地
で
多
彩
な
行
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

要
求
を
高
く
掲
げ
、

ね
ば
り
強
く

た
た
か
い
ぬ
こ
う

　

３
・
12
大
阪
総
行
動
は
府

下
全
体
で
５
０
０
０
人
が
決

起
。３
・
13
重
税
反
対
統
一
行

動
と
あ
わ
せ
、
２
万
人
規
模

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
春
闘
で
の
賃
上
げ
は
、

「
大
企
業
が
史
上
最
高
回

答
」
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
数
千
円
の
賃
上
げ
で
は

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
の
ま

ま
で
す
。
ま
た
中
小
企
業
労

働
者
や
非
正
規
労
働
者
の
要

求
は
よ
り
切
実
で
す
。

　

「
大
幅
賃
上
げ
と
雇
用
の

安
定
で
景
気
回
復
、
暴
走
・

強
権
政
治
ス
ト
ッ
プ
！
」
の

要
求
と
大
阪
総
行
動
の
成
功

を
確
信
に
、
２
０
１
５
春
闘

を
粘
り
強
く
た
た
か
い
ぬ
き

ま
し
ょ
う
。

パワハラ中原教育長辞職
それでも松井知事・橋下市長は
� 擁護発言

府
民
の
批
判
で

春闘最大の山場
３・12大阪総行動に5000人


